
幸若かわら版　第４１号　令和５年　３月　１日　　（１）

　

　

大頭流幸若舞保存会のみなさんと記念撮影
前列左から、みやま市長、会長、元会長

　

例会は隔月（偶数月）第２金曜日です
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　第 ４１号
  令和　５年　３月　１日

大頭流幸若舞視察交流

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
の
二
年
間
中
止
し
て
い
ま

し
た
み
や
ま
市
大
頭
流
幸
若
舞
奉
納
の
鑑
賞
交
流
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
青
山
、
橋
本
、
月
田
、
孝
久
、
林

の
五
会
員
と
特
別
参
加
の
寺
坂
氏
計
六
名
の
参
加
者

が
令
和
五
年
一
月
一
九
日
か
ら
二
一
日
に
か
け
て
福

岡
県
み
や
ま
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

二
十
日
に
は
大
江
天
満
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
大
頭

流
幸
若
舞
を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、
同
地
の
幸
若
舞

保
存
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
前
後
は

大
宰
府
観
光
な
ど
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。
三
、
四
面
に

関
連
記
事

みやま市児童との交流会

幸若舞を縁とした福岡県みやま市と

の本年の児童交流事業が１月２０日か

ら２２日まで実施されました。本年は

児童１４人が訪問、本町児童とふれあ

いを深めました。

今回は、越前幸若舞の概要説明と現

代版幸若舞の紹介を企画し、いずれも

朝寿殿ホールで２１日に約１時間行い

ました。

越前町の村上学芸員がパワーポイン

トを利用して、幸若舞の発祥と衰退、

みやま市大頭流幸若舞との関係につい

て説明をしました。

その後、現代版幸若舞「左内」など

を、５人の女子により上演し、訪問児

童から喝采を浴びました。
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福井新聞　令和５年１月１２日　記事

（１／１６） （２／１６） （３／１６）

　

幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

幸若舞紙芝居を街角美術館で展示

福井銀行朝日町支店

当面の主な予定
堀大介佛教大学教授（元越前町学芸員）泰澄塾講演会（本会後援）
「古代越前における宗教史研究の新視点ー泰澄和尚と白山信仰を考えるために」

３月 ４日（土）１３時～、於・越前町生涯学習センター

朝日コミセンギャラリー紙芝居展示 ３月 １日（水）～

幸若歴史愛好会 ３月２４日（金）

西田中本通り幸若舞ペナント更新 ３月下旬

福井あすわ左内まつり参加 ４月 ９日（日）

佐々生墓地清掃 ４月１６日（日）

令和５年度総会 ５月 ７日（日）

福
井
銀
行
街
角
美
術
館
企
画
の
一
環
と
し
て
、
同
朝
日
町

支
店
ロ
ビ
ー
で
、
一
月
四
日
か
ら
同
三
〇
日
ま
で
、
幸
若
舞

の
新
し
い
紙
芝
居
と
復
元
し
た
八
郎
九
郎
家
の
建
築
模
型
を

展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
紙
芝
居
の
「
画
」
は
昨
年
末
に
亡
く
な
ら
れ
た
本
会

会
長
・
澤
崎
博
氏
の
手
に
な
る
も
の
で
、
同
氏
の
念
願
の
企

画
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
氏
最
後
の
手
の
跡
を
残
す
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
同
氏
の
熱
い
気
持
ち
に
思
い
を
い
た
し
な
が

ら
紙
芝
居
を
活
用
、
幸
若
舞
の
Ｐ
Ｒ
振
興
に
つ
と
め
て
い
き

た
い
。

堀
大
介
教
授
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幸若歴史愛好会は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

幸若歴史研究会開催
１月２７日、２月２４日

み
や
ま
市
幸
若
舞
保
存
会

会
長
か
ら
礼
状
を
頂
き
ま
し
た
。

青
木
豊
昭
講
師
に
よ
る
歴
史
研

究
会
が
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
の
文
化

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
町
図
書
館
で

一
月
二
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

城
下
町
は
四
つ
の
幅
員
に
分
類

さ
れ
た
道
路
で
区
画
さ
れ
、
矩
折

り
（
か
ね
お
り
）
と
称
さ
れ
た
ク

ラ
ン
ク
状
の
配
置
に
よ
る
遠
見
遮

断
な
ど
の
防
御
的
配
慮
が
な
さ
れ

た
。ま

た
、
一
乗
谷
川
と
足
羽
川
と

の
合
流
点
に
は
安
波
賀
の
船
着
場

が
あ
り
、
舟
運
の
拠
点
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
着
眼
・
発
想
は
朝

倉
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
こ
と
で
は
な

く
、
同
氏
が
滅
ぼ
し
た
斯
波
氏

の
杣
山
城
築
城
を
モ
デ
ル
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
朝
倉
氏
は
当
時
の
越

前
国
一
帯
を
支
配
し
、
公
家
領

地
の
年
貢
徴
収
や
舟
運
を
中
心

と
し
た
通
行
関
係
の
税
徴
収
を

行
い
、
城
下
町
、
軍
事
力
、
文
化

維
持
の
財
源
と
し
た
。
五
〇
万

石
の
財
力
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

二
月
二
四
日
に
は
、
会
場
を

青
少
年
ホ
ー
ム
に
移
し
て
、
一
〇

名
の
会
員
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
朝
倉
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
、
｢
庭
訓
往
来
｣

な
ど
の

写
本
、
木
簡
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
舶

来
品
、
朝
倉
蛭
藻
金
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
三
月
二
四
日
は

朝
倉
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
と
な

り
ま
す
。
義
景
が
足
利
義
昭
を

招
い
て
十
七
献
の
膳
で
も
て
な

し
た
が
、
そ
の
献
立
の
内
容
と

そ
の
際
に
舞
っ
た
と
さ
れ
る

「
幸
若
舞
」
に
つ
い
て
、
講
義
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

大
頭
流
幸
若
舞
を
視
察
し
て

副
会
長

青
山

栄

去
る
一
月
二
〇
日
に
大
江
の
幸
若
舞
を
視
察

鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
一
一
時
半

開
会
で
、
一
二
時
か
ら
一
四
時
四
五
分
の
間

で
今
回
は
九
曲
中
五
曲
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
浜
出
（
小
学
五
年
三
名
）

二
、
日
本
記
（
小
学
六
年
三
名
）

三
、
安
宅
（
成
人
三
名
）

四
、
敦
盛
（
成
人
三
名
）

五
、
高
館
（
成
人
三
名
）

三
名
は
、
太
夫
、
シ
テ
、
ワ
キ
を
担
当
し
、
鼓
方
が
後
見
と
し
て
、
う

し
ろ
の
床
几
に
座
り
、
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
三
人
の
演
者
の
せ
り
ふ
の
間

違
い
や
忘
れ
を
修
正
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
五
、
六
年
生
の
演
者
は
、
地
元
大
江
の
男
児
で
、
彼
ら
が
演
ず
る

と
き
は
、
大
江
小
の
同
級
生
が
椅
子
席
の
前
の
地
べ
た
に
座
り
、
見
学
応

援
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
成
人
男
性
（
現
家
元
含
む
）
、
小
学
児
童

六
人
で
、
い
ず
れ
の
演
目
も
難
し
い
文
章
で
、
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
の
、

舞
と
語
り
は
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
毎
年
一
〇
月
下
旬
か

ら
一
一
月
上
旬
に
練
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
「
小
屋
入
り
」
が
あ
り
、
年

が
明
け
た
一
月
三
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
間
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
本
格
的
に

集
中
し
て
練
習
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
演
目
が
終
わ
る
ご
と
に
、
大

き
な
拍
手
が
あ
り
、
本
当
に
感
動
、
感
激
の
極
み
で
し
た
。

幸
若
舞
の
動
作
は
二
種
類
で
前
後
と
左
右
た
す
き
形
で
単
調
で
地
味
で

あ
く
ま
で
も
語
り
が
主
体
の
芸
能
で
す
。

奉
納
舞
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
時
に
松
嶋
み
や
ま
市
長
よ
り
、
そ
し
て
閉

会
時
、
現
三
一
代
家
元
松
尾
正
春
清
継
氏
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
本
日
、

幸
若
舞
の
本
家
で
あ
る
越
前
幸
若
舞
の
会
員
の
方
が
。
は
る
ば
る
福
井
か

ら
み
え
て
い
ま
す
。
」
と
の
暖
か
い
歓
迎
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

上
演
の
前
に
は
。
松
嶋
み
や
ま
市
長
や
現
三
一
代
家
元
松
尾
正
春
清
継
氏

そ
し
て
前
家
元
三
〇
代
松
尾
正
巳
清
平
氏
な
ど
と
あ
い
さ
つ
近
況
報
告
を

か
わ
し
、
上
演
後
に
は
新
旧
家
元
と
演
者
成
人
一
〇
名
と
で
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
た
意
見
と
し
て

一
、
幸
若
舞
は
地
元
の
伝
統
行
事
で
、
み
や
ま
市
瀬
高
町
大
江
で
生
ま
れ

育
っ
た
男
子
は
小
学
五
、
六
年
生
の
時
に
必
ず
経
験
し
て
お
り
、
参
加
す

る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
変
声
期

な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
は
幸
若
舞
を
離
れ
る
。

再
び
幸
若
舞
の
世
界
へ
戻
っ
て
く
る
の
は
、

五
〇
人
に
一
人
で
、
就
職
先
と
し
て
地
元
に
戻

っ
て
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
人
が
保
存

会
に
入
会
す
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
地
元
の
就
職
の
受
け
皿
は
少
な
く
、

自
営
か
公
務
員
に
な
る
と
会
の
世
話
を
し
や
す

い
と
の
こ
と
。
後
継
者
不
足
で
頭
が
痛
い
と
の

こ
と
。
ち
な
み
に
三
〇
代
、
三
一
代
家
元
は
市

役
所
勤
務
の
公
務
員
で
し
た
。

二
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
、
天

満
神
社
で
の
奉
納
舞
の
ほ
か
、
県
内
外
へ
招
待

さ
れ
、
上
演
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

三
、
伝
統
芸
能
と
は
い
え
、
一
般
の
人
の
関
心
は

薄
い
と
の
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
越
前
町
も
同
様
の

思
い
が
し
ま
し
た
。

平
成
六
年
に
は
幸
若
舞
を
縁
に
、
越
前
町
と
み

や
ま
市
（
瀬
高
町
）
が
友
好
都
市
協
定
を
結
び
、

児
童
の
相
互
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
月

二
十
日
の
幸
若
舞
奉
納
を
参
観
し
て
い
た
そ
の
同

じ
日
に
み
や
ま
市
の
六
年
児
童
一
三
人
が
越
前
町

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
児
童
の
交
流
の
み
な
ら
ず

我
々
越
前
と
大
江
の
幸
若
舞
も
不
定
期
で
は
あ
っ

て
も
、
交
流
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。


